
農学部版 

海外留学報告書（専門科目履修者用） 

●基礎情報 

学科 食生命科学科 コース 国際食産業科学コース 

派遣国名 マレーシア 派遣期間 2023 年 10 月～2024 年 2 月 

派遣大学名 マレーシア国民大学 所属学部等 農学部食生命学科 

 

●履修科目 

科目名 科目コード 単位数 難易度（簡易な自由記述） 

Basic Food Science and Nutrition  2 レポートが多く，現地の学生も苦労していた 

Food Preservation  2 しっかり予習・復習をすれば大丈夫 など 

Biothecnology and Food Ingredients  2  

Management of Halal Food  2  

    

 

●おおまかな週間スケジュール（時間区分は適宜変更可） 

 月 火 水 木 金 土 日 

07:00        

08:00        

09:00   授業②     

10:00   授業②     

11:00   授業②     

12:00 授業①   授業④    

13:00 授業①   授業④    

14:00 授業①   授業④    

15:00        

16:00        

17:00   授業③     

18:00   授業③     

19:00   授業③     

20:00        

集中講義等 なし 

  



●現地科目に関する基礎アンケート（該当する項目に〇） 

設問 ① ② ③ ④ ⑤ 

授業の内容はわかりやすかったですか？ 

①日本と同様の姿勢で受けることができた ②わからない部分は努力で克服した ③あまりわか

らず焦っていた ④大部分諦めてしまった ⑤その他 

〇 〇    

授業の英語はわかりやすかったですか？ 

①わかりやすい英語で理解できた ②ほとんど問題なかった ③わかりにくく苦労した ④理解

が困難だった ⑤主に現地言語が使用されていた 

 〇    

シラバスや事前説明に沿って授業が進められていましたか？ 

①計画通りに授業が進行した ②一部内容が異なったが問題なかった ③内容が突然変更されて
困った ④全く内容が違った ⑤その他 

〇     

その他特筆すべきこと（任意記述）： 

授業に関する連絡（授業変更・プレゼンテーションのグループ決め・提出物の連絡など）は WhatsApp

を通じて行われるため、注意は必要である。 

 

●現地生活に関する基礎アンケート（該当する項目に〇） 

設問 ① ② ③ ④ ⑤ 

現地学生とのコミュニケーションはいかがでしたか？ 

①日本人学生と同様のコミュニケーションが取れた ②意思疎通がとれ、一緒に遊びに行ったり
もした ③あまりコミュニケーションを取れなかった ④引きこもっていた ⑤その他 

〇 〇    

以下，学生生活に関する各項目について評価をお願いします。 
① 非常に良かった ②良かった ③普通 ④悪かった ⑤非常に悪かった 

     

・寮や宿舎の住み心地 〇     

・大学の設備（講義室や実験室等） 〇     

・現地での食事について  〇    

・休暇を利用した課外活動への参加 〇     

・体調を崩した時の相手大学担当教職員の対応  〇    

・その他トラブルがあった時の相手大学担当教職員の対応  〇    

・病気やトラブルがあった時に現地友人が助けてくれたか 〇     

・病気やトラブルがあった時の現地日本人学生が助けてくれたか 〇     

その他特筆すべきこと（任意記述）： 

トラブルが起きた場合など、対応してもらえることは少ないので、自分から連絡するなど積極的に行動

することが大切である。 

寮の近くは猿がたくさんいるため、食べ物の管理は徹底しなければならない。 

蚊が日本に比べて多い印象があったため、虫よけスプレーなどで対応する必要がある。 

  



授 業 で 学 ん だ 専 門 的 な 内 容 に つ い て （ 400 字 程 度 ）  

特に印象に残った授業はハラールに関する授業である。留学前、ハラールという言葉自体は聞いたこ

とがあったが、どのようなものなのかということについてはよくわからなかった。マレーシア国民大

学で受講した”Halal management”の授業では HACCP 制度のようにどのような流れでハラール認証が

行なわれるのかについて細かな法律も含めて学んだ。この授業では、ハラールの食べ物はイスラム教

徒の人々にとってのみ重要なものではなく、品質や安全であることが認められている食品となること

から、世界で需要が増えてきているということが大変印象に残った。一方で、ハラール認証のマークが

様々に多く存在しており、信頼性を高めるという点で様々な課題があるということも学んだ。その他

の授業では、本学の専門科目で学んだ、食品化学、食品保蔵、食品微生物学に関する授業を受講した。

これらの科目について新たな知識を身につけるとともに、専門用語を英語で学ぶことができた。 

海 外 の 大 学 で 授 業 を 履 修 す る に あ た っ て 工 夫 し た 点 お よ び 反 省 点 （ 300 字 程 度 ）  

マレーシア国民大学ではすべての授業でレポート課題やプレゼンテーションの課題が課され、多くは

グループで行うプレゼンテーションが多く、現地の学生に交ってプレゼンテーションを作成した。そ

の際には、積極的にコミュニケーションをとりディスカッションを行うことで、よりよい発表となる

ように工夫を行った。また、授業中に分からなかった単語は印をつけ、あとで調べて整理することによ

って専門用語の英単語の語彙を増やすことができた。反省点としては、テストの勉強法として、スライ

ドの説明などを完璧に暗記するというような学習を行ってしまったが、多くの授業のテストでは、知

識よりもなぜ？どのように？を尋ねる質問が多かったため、日本語で一度内容を深く理解することが

重要であると感じた。 

多 様 な 文 化 ・ 価 値 観 に 触 れ る こ と で 得 ら れ た こ と （ 300 字 程 度 ）  

マレーシアは、マレー系・インド系・中華系の民族が共存している多民族国家であるため、様々な価値

観に触れることが多く、それぞれの文化を尊重しあいながら共存しているという印象が強かった。こ

のようなことから、自分の国とは違う価値観に触れた時、自分の価値観を押し付けるのではなく、相手

の文化を理解して接することが大切であると学んだ、また、留学生と寮で共同生活を送るなかで、自分

のコンフォートゾーンから出なくてはならない機会も多々あった。このような経験からは、日本の生

活での当たり前は、他の国の学生にとっては当たり前ではなく、そのようなことがあった時は柔軟に

対応することが求められると学んだ。 

  



留 学 で 得 た 知 識 ・ 経 験 を ， 自 身 の 将 来 に ど の よ う に 活 か し て い く か （ 400 字 程 度 ）  

今回の留学経験で得たスキルで一番大きいものは英語のスピーキング力であると思う。毎日、生活の

中で英語を話す機会があったため、留学に行く前までは、英語を話すことに抵抗があったが、留学生活

を通じて英語を話すことの楽しさを実感することができた。また、英語を使って他国の学生と話すこ

とで今までの自分にはなかった新しい価値観を得ることができ、新しいことを学ぶことの楽しさを実

感した。このような経験通じて、将来は国際ボランティアや国際交流イベントに積極的に参加したい

という思いがさらに強くなった。一方で、留学生活では自分の言葉がうまく通じないことや、自分が考

えていた当たり前が他国の学生には通用しないと実感し驚く場面も多々あった。そのような出来事を

乗り越えていくなかで、問題点を冷静に分析して、客観的に物事を判断する力など課題を解決する力

がより一層高まったと思う。また。価値観の違いを感じた時にうまく対応するなど臨機応変に行動す

る力を身につけることができたと思う。このような困難はこれから社会にでて働くなかで起こりうる

ことであると思うので、この経験を生かして柔軟に対応していきたいと思う。 

派 遣 先 大 学 で 特 に 良 か っ た 点 （ 300 字 程 度 ）  

派遣先の大学では、留学生一人一人に現地の学生がバディとしてサポートしてくれたため、わからな

いことがあったときなどは親身に相談に乗ってくれてとても助かった。また、UKM の UKM 

ambassador という国際交流サークルの学生たちが、旅行（クアラルンプール、イポー）やイベント（イ

ンドのお祭り、クリスマスパーティー、映画鑑賞会、グローバルカフェ、お別れパーティーなど）を企

画してくれるため、他の学生と仲良くなる機会が多かった。このように現地学生と留学生の距離環が

とても近く、マレーシアの学生のほとんどは英語を話すことができるため、コミュニケーションを円

滑にとることができ、現地学生そして他の留学生と交流できる機会が多いということが、とても大き

な魅力であると思う。 

同 じ 大 学 へ 行 く 後 輩 へ の ア ド バ イ ス （ 300 字 程 度 ）  

気温が暑かったり、食べ物が口に合わなかったり、冷蔵庫に入れたものを盗まれたたりする（友達の体

験断）など留学中は様々なトラブルや困難があると想定されるが、マレーシアの学生や他の留学生は

温かくフレンドリーな人が多いため、困った時は自分で抱え込まずに、誰かに相談することが大切で

ある。また、UKM では様々なイベントが開催されるため、そのようなイベントに積極的に参加するこ

とで色々な国の友達を作ることができ、新しい価値観や文化に触れることができるため、なるべく外

にでて積極的に行動することで充実した留学生活が送れると思う。約４か月間の留学生活はあっとい

う間にすぎてしまうため、マレーシアの大学でこそ経験できる一日一日を大切に留学生活を送ってほ

しいと思う。 

  



留 学 の 様 子 が わ か る 写 真 （ 良 い 写 真 を ２ 枚 程 度 ）  

 

 

 



 

 

 


